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　２月22日から３月22日まで、来年度予算の審議を中心に市議会が行わ
れました。党議員団からは、赤松議員と高野議員が予算特別委員として
来年度予算の審議を行い（赤松議員は委員長）、結果、共同提案で一般会
計予算の修正を行い、最終本会議で多数により可決されました。市民生

活に責任を負う立場から、ごみ行政と防災対策において、最小限の一致
点で当初予算案への対応をおこなったものです。
　特に、地震・津波対策が最重要課題になる中で、議会で審議・議論し
た特徴的な分野について紹介します（裏面もご覧ください）。

高野　洋一小田嶋　敏浩赤松　正博吉岡　和江

地震・津波対策、保育園の待機児対策などを審議
待
機
児
対
策
は
待
っ
た
な
し

　

待
機
児
童
対
策
は
、
本
市
に

お
け
る
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
、
特
に
鎌
倉
地
域
と
玉
縄
地

域
で
は
深
刻
で
す
。

　

そ
の
う
ち
、
鎌
倉
地
域
に
お

い
て
は
、
現
在
、
材
木
座
保
育

園
と
稲
瀬
川
保
育
園
を
統
合
し

た
新
た
な
新
園
計
画
と
い
う
こ

と
で
、由
比
ガ
浜
の
旧
鈴
木
邸
・

旧
今
井
邸
の
跡
地
を
活
用
し
て

の
整
備
・
検
討
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

待
機
児
童
対
策
・
待
機
児
童

の
現
状
か
ら
、
材
木
座
保
育
園

の
民
営
化
方
針
に
係
る
検
討
課

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
地
震
津
波
対

策
は
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
、

市
の
防
災
計
画
の
見
直
し
や
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

弁
ヶ
谷
用
地
を
避
難
場
所
に

　

津
波
対
策
で
は
特
に
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
緊
急
避
難

場
所
の
設
定
、
津
波
避
難
路
な

ど
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。材
木
座
地
域
で
は
市
有
地
・

弁
ヶ
谷
用
が
重
要
な
避
難
場
所

と
し
て
、
地
域
が
主
体
の
避
難

訓
練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
当
該
用
地
の

題
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
場
所

を
新
た
な
鎌
倉
地
域
に
お
け
る

う
ち
、
Ｂ
・
Ｃ
用
地
に
つ
い
て

売
却
方
針
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
地
域
の
方
々
が

決
め
た
重
要
な
避
難
場
所
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
売
却
方

針
を
見
直
す
な
ど
、
地
域
で
決

め
た
避
難
場
所
が
緊
急
避
難
空

地
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
、

市
と
し
て
責
任
を
持
っ
た
対
応

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

全
市
的
に
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
沿

岸
市
域
全
体
の
避
難
場
所
の
設

定
、
避
難
路
の
整
備
に
つ
な
が

り
ま
す
。
今
後
、
市
と
し
て
地

域
の
意
向
を
尊
重
し
て
対
応
す

拠
点
園
の
建
設
場
所
と
し
て
明

確
に
位
置
付
け
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
子
供
た
ち
の
立
場
に
た

っ
た
整
備
を
促
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

玉
縄
地
域
に
お
い
て
も
急
務

　

玉
縄
地
域
で
は
、
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
用
地
（
神
奈
川
県
）

の
一
部
を
活
用
し
て
、
新
園
建

設
す
る
方
針
を
も
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
用
地
の
土
壌
か

ら
汚
染
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
後

の
対
応
に
つ
い
て
県
と
の
間
で

調
整
が
つ
か
ず
、
具
体
的
な
進

展
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
と
し

て
真
剣
な
対
応
が
必
要
で
す
。

べ
き
で
す
。

鎌
倉
地
域
と
玉
縄
地
域
で
待
機
児
童
が
深
刻

保
育
園
の
新
園
建
設
が
必
要

市
有
地
・
弁
ヶ
谷
用
地
を
緊
急
避
難
空
地
に

津
波
避
難
場
所
の
確
保
に
責
任
を

他会派と共同提案し
３年連続で予算修正

主な議案など
会派別賛否

共産党 鎌倉
みらい ネット 公明党 かがやく

鎌倉 鎌無会 民主党 無所属

（４人）（４人）（４人）（３人）（３人）（３人）（２人）（４人）

平成24年度一般会計予
算に対する修正案 ○ ○ ○ ○ ○ × × △
平成24年度一般会計予
算（修正部分を除く原案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □
平成24年度下水道事業
特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度後期高齢者
医療事業特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市再生機構賃貸住宅
を公共住宅として継続
し、居住者の居住の安
定を求める意見

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　　◯賛成　×反対　△一部賛成　□一部反対

　

日
本
共
産
党
・
鎌
倉

み
ら
い
・
公
明
党
・
か

が
や
く
鎌
倉
の
４
会
派

で
提
案
し
た
修
正
案

（
一
般
会
計
予
算
）
が

多
数
に
よ
り
最
終
本
会

議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
３
年
連
続
と

な
り
ま
す
が
、
反
対
す

る
だ
け
で
な
く
、
各
議

員
間
で
一
歩
で
も
二
歩

で
も
市
政
を
前
進
さ
せ

る
た
め
に
議
論
を
お
こ

な
い
、
一
致
点
で
合
意

す
る
作
業
は
大
変
意
味

の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
１
年
が
経
過

し
、
鎌
倉
市
に
お
い
て

も
災
害
対
策
の
取
り
組

み
が
最
重
要
課
題
と
な

る
な
か
で
、
市
民
生
活

に
責
任
を
負
う
立
場
か

ら
、
ご
み
行
政
（
生
ご

み
処
理
機
購
入
費
補
助

金
と
焼
却
施
設
整
備
検

討
委
託
料
の
減
額
）
及

び
防
災
対
策
（
避
難
所

用
間
仕
切
り
等
購
入
消

耗
品
費
の
増
額
）
に
お

い
て
、
最
小
限
の
一
致

点
で
当
初
予
算
案
へ
の

対
応
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

松
尾
市
政
の
議
会
で

の
基
盤
が
極
め
て
弱
い

状
況
下
で
、
何
も
し
な

け
れ
ば
予
算
否
決
↓
暫

定
予
算
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

議
会
と
し
て
、
市
民
に

対
し
て
責
任
あ
る
対
応

を
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
背
景
が
あ

っ
て
３
年
連
続
の
修
正

議
決
に
至
っ
た
も
の
で

す
。　
　
　

予
算
の
修
正
議
決
に
つ
い
て

市営住宅跡地・弁ヶ谷用地（材木座）

旧鈴木邸の用地（由比ガ浜）



新年度予算で実現した主な事業・成果
　

住
宅
の
長
寿
命
化
に
加
え
、
地

域
経
済
振
興
に
も
一
定
の
効
果
が

あ
る
た
め
、
以
前
か
ら
提
案
し
、

経
済
団
体
や
関
係
業
者
・
市
民
と

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
来
年
度

か
ら
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

予
算
は
３
０
０
万
円
で
、
10
万

円
以
上
の
工
事
に
対
し
、
一
律
５

万
円
の
補
助
に
な
る
予
定
で
す
。

　

住
宅
の
耐
震
化
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
な
ど
生
活
に
役
立
つ
様
々
な
リ

フ
ォ
ー
ム
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

今
泉
小
学
校
入
り
口
の
交
差
点

か
ら
中
町
バ
ス
停
付
近
ま
で
の
間

に
お
け
る
砂
押
川
沿
い
の
歩
道
整

備
は
長
年
の
住
民
の
願
い
で
す
。

　

岩
瀬
今
泉
周
辺
の
交
通
対
策
と

し
て
、
歩
道
整
備
に
向
け
た
事
業

に
本
格
的
に
着
手
し
、
路
線
測
量

や
予
備
設
計
が
行
わ
れ
ま
す
。　

　

保
育
園
の
待
機
児
が
増
え
る
と

同
様
に
、
学
童
保
育
へ
の
入
所
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
家
16
カ
所
中
、
13
カ

所
で
定
員
を
超
え
て
お
り
、山
崎
・

深
沢
・
西
鎌
倉
の
こ
ど
も
の
家
は

２
倍
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
良
い
環
境
と
は
い
え
な
い

た
め
、
改
善
を
求
め
た
結
果
、
不

十
分
な
が
ら
、
山
崎
で
は
園
庭
に

プ
レ
ハ
ブ
を
増
築
し
、
深

沢
で
は
小
学
校
の
使
用
教

室
を
１
つ
増
や
し
、
３
教

室
で
学
童
保
育
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※　

そ
の
他
の
福
祉
施
策

◎ 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

大
船
・
鎌
倉
方
面
に
一

カ
所
ず
つ
増
設

◎  

医
師
会
立
産
科
診
療
所

「
テ
ィ
ア
ラ
か
ま
く
ら
」

の
ベ
ッ
ド
２
床
増
床

◎
介
護
従
事
者
資
格
取
得

の
助
成

　

鎌
倉
市
は
、
下
水
道
使

用
料
に
つ
い
て
、
汚
水
処

理
資
本
費
（
市
債
償
還
費

な
ど
）
を
公
費
と
私
費
の

負
担
割
合
一
対
一
の
等
分

に
す
る
た
め
、
経
済
事
情

に
配
慮
し
つ
つ
、
概
ね
10

年
以
内
に
料
金
を
値
上
げ

す
べ
き
と
す
る
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
、
平
成
19

年
度
の
平
均
20
％
値
上
げ

に
続
き
、
新
年
度
か
ら
平

均
10
％
の
値
上
げ
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
が
全
市
民

を
対
象
と
し
た
公
共
事
業

で
あ
り
、
ま
た
鎌
倉
の
場

合
、
①
谷
戸
や
丘
陵
の
起

伏
に
富
ん
だ
地
形
で
管
渠

が
物
理
的
に
長
く
な
る
こ

と
②
中
継
ポ
ン
プ
場
が
７

カ
所
も
必
要
な
こ
と
③
交

通
事
情
に
よ
る
割
高
な
工

事
の
手
法
の
採
用
な
ど
、

自
然
的
・
歴
史
的
な
要
因

に
よ
る
建
設
コ
ス
ト
の
増

大
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
実
態
が
あ
り
、
公
費
私

費
の
等
分
負
担
で
は
、
膨

大
な
負
担
を
市
民
に
強
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

党
議
員
団
は
、
経
済
状

況
が
回
復
し
な
い
状
況
の

な
か
、
最
初
の
改
定
時
よ

り
も
市
民
生
活
が
厳
し
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
る
な

か
で
引
き
上
げ
を
行
う
べ

き
で
な
く
、
公
費
の
負
担

割
合
の
見
直
し
を
求
め
、

使
用
料
の
値
上
げ
に
反
対

し
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

補
助
制
度
を
創
設

砂
押
川
沿
い
道
路
の

歩
道
整
備
（
今
泉
）

学
童
保
育
・
定
員
の

つ
め
こ
み
状
態
を
改
善

下
水
道
使
用
料
の

値
上
げ
に
反
対

　

平
成
20
年
12

月
、
北
鎌
倉
駅
ホ

ー
ム
沿
い
の
通
称

「
洞
門
山
」
に
広

が
る
樹
林
地
に
宅

地
造
成
計
画
が
お

こ
り
「
北
鎌
倉
の

景
観
守
れ
」
と
、

２
万
人
を
超
え
る

陳
情
署
名
が
市
議

会
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
該
地
は
、

古
都
鎌
倉
の
入

口
に
あ
た
り
、

市
の
「
景
観
百

選
」
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
。

　

こ
の
丘
陵
を

削
り
と
っ
て
、

９
９
６
㎡
に
３

戸
の
宅
地
を
造

成
す
る
計
画
で

し
た
。
搬
出
す
る
土
量
や
伐
採

樹
木
は
２
ｔ
車
で
往
復
約
７
千

台
に
及
び
ま
す
。

　

し
か
し
、
予
定
地
へ
の
道
路

幅
は
４
ｍ
未
満
で
、
工
事
車
が

横
切
る
踏
切
は
２
・
５
ｍ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

陳
情
審
査
し
た
建
設
常
任
委

員
会
で
、
赤
松
議
員
が
「
事
業

区
域
が
１
千
㎡
ギ
リ
ギ
リ
な
の

は
、
１
千
㎡
を
超
え
る
と
、
道

路
幅
が
４
ｍ
以
上
で
な
け
れ
ば

許
可
を
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
は

な
い
か
」
と
質
し
、「
今
回
は

１
期
工
事
。
２
期
計
画
も
予
告

さ
れ
て
い
る
。
実
質
２
千
㎡
を

超
え
る
開
発
計
画
で
あ
り
、
脱

法
行
為
に
厳
し
く
対
処
せ
よ
」

と
市
に
迫
り
ま
し
た
。

　

こ
の
質
疑
が
大
き
な
力
に
な

り
、
全
会
一
致
で
陳
情
が
採
択

さ
れ
、
市
長
も
「
議
会
の
意
見

を
重
く
受
け
と
め
、
事
業
者
と

協
議
を
進
め
た
い
」
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
年

半
に
わ
た
り
事
業

者
と
協
議
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
宅
地
開
発
を

と
り
や
め
、
当
該

地
を
市
が
買
収
す

る
こ
と
で
合
意
し

た
こ
と
が
議
会
に

示
さ
れ
、
保
全
が

決
ま
り
ま
し
た
。

北鎌倉・洞門山の緑地保全　

住
民
や
議
会
多
数

の
反
対
意
見
を
押
し
切
っ
て
、

市
が
許
可
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
開

発
は
、
県
審
査
会
、
地
裁
、
高

裁
の
す
べ
て
で
「
市
の
許
可
は

違
法
」
と
の
判
断
が
下
り
ま
し

た
。

　

違
法
な
許
可
で
崩
さ
れ
た
市

道
の
復
旧
、
削
ら
れ
て
む
き
出

し
に
な
っ
た
崖
な
ど
の
安
全
対

策
は
、事
業
者
は
勿
論
で
す
が
、

市
に
も
大
き
な
責
任
が
あ
り
、

双
方
が
率
直
に
話
し
合
っ
て
解

決
の
糸
口
を
見
出
す
責
任
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
関
係

が
築
か
れ
な
い
ま
ま
、
市
長
は

昨
年
３
月
、
道
路
復
旧
測
量
設

計
費
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
担
当
部
局
も
認
め
る
よ
う

に
、
事
業
者
側
の
強
い
反
発
を

招
き
、
復
旧
工
事
に
結
び
つ
く

見
通
し
が
な
い
も
の
で
し
た
。

解
決
に
む
け
た
道
筋
が
重
要

　

党
市
議
団
は
、
問
題
解
決
を

さ
ら
に
困
難
に
す
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
、「
市
長
は
、
土
地

所
有
者
も
含
め
た
話
し
合
い
に

よ
る
解
決
に
責
任
を
」
と
強
く

主
張
し
、
議
会
の
多
数
も
同
様

の
意
見
で
、
当
該
予
算
を
減
額

修
正
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
継
続
的
に
話
し
合

い
が
も
た
れ
、
11
月
に
な
り
、

土
地
所
有
者
か
ら
安
全
対
策
の

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
か

ら
も
公
園
な
ど
の
土
地
利
用
が

望
ま
し
い
と
の
意
向
も
出
さ

れ
、
こ
れ
ら
も
視
野
に
入
れ
、

今
後
さ
ら
に
協
議
し
て
い
く
見

通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
新
年
度
予
算
に

土
地
所
有
者
が
行
う
安
全
対
策

に
関
連
し
た
調
査
費
や
階
段
復

旧
に
む
け
た
設
計
費
な
ど
が
計

上
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
具
体
的
な
協
議
に
入

り
ま
す
が
、
前
向
き
な
協
議
を

行
い
、
問
題
の
解
決
に
全
力
を

あ
げ
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

市
道
の
階
段
復
旧
・
安
全
対
策

問
題
解
決
の
展
望
が
開
か
れ
る

岡本二丁目
マンション問題

埋蔵文化財センターの整備
　古都鎌倉の財産である史跡や文化財を守っていくうえ
で、個々の史跡や文化財を保存・管理していくことは重要
なことです。同時に、世界遺産登録をめざすなかで、文化
財を調査・研究、保存・管理していく本格的体制の構築が
求められています。来年度予算には発掘調査体制強化計画
策定支援業務委託が計上され、本格的な取り組みが始まり
ます。
　これからの鎌倉の歴史をつ
くっていくうえでも、文化財
行政の中心となる埋蔵文化財
センターの整備（野村総研跡
地に予定）に本腰を入れた取
り組みが必要で、市民的な合
意に努めていきます。

砂押川沿い道路（今泉）

山崎子ども会館・子どもの家


